
現在の研究テーマと内容
私たちは、以下の図のように、肺がんの発生機構、細胞分化機構、組織型決定機構、腫瘍内
heterogeneityおよび治療抵抗性について、ヒト肺癌組織、ヒト肺癌移植モデル、培養細胞、マウス
肺癌モデルなどを用いて、解析しています。

これまでの研究成果と今後の展開
最も悪性度の高い肺がんである小細胞肺がんについての研究を進めていて、特に、腫瘍内の腫瘍の不
均一性について検討していて、下図のように、この癌の特徴を明らかにしました。
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